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 1 月 25 日（月）朝、ムンバイ国際空港からデリーのインディラ・ガンディー国際空

港へ空路移動し、デリーの空港付近にある Aero City 内にあるホテルには、その日（25

日）の夜に到着し、翌日からの行動に備えた。 

しかし、1月 26 日（火）は、インドの共和国記念日として祝日にあたったことから、

現地の水道関係者も休日となっていたため、デリー市街地の一般家庭の生活環境や街の

状況を視察した。 

 1 月 27 日（水）及び 28 日（木）は、デリー市街地近くにある上下水道関係施設を視

察した。 

 1 月 30 日（金）は、デリーにあるＪＩＣＡインド事務所へ出向き、日本からインド

への水道関係支援状況等を職員の方からご教示いただいた。 

 

■全日程 

月日 行動予定 備考 

1 月 20 日（水） 羽田発・シンガポール経由・ムンバイ着 出発・移動 

1 月 21 日（木）
ＩＷＷＡ Convention 2016  

（Plenary Session・Technical Session-Unicef and Wsso） 

宿泊ムンバイ 

（ヴァシ） 

1 月 22 日（金）
ＩＷＷＡ Convention 2016 

（Technical Session-Ⅰ,Ⅱ  Commercial Session） 

 

1 月 23 日（土）
ＩＷＷＡ Convention 2016 

（Technical Session-Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ  Valedictory Function） 
 

1 月 24 日（日）
マハーラーシュトラジーワンプラディカン 

（ＭＪＰ）カントンメント浄水場視察 

プネに宿泊 

 1 泊のみ 

1 月 25 日（月） ムンバイ～デリー 移動 
宿泊ムンバイ 

（ヴァシ） 

1 月 26 日（火）
インドの祝日 

 デリー市内の視察等 

宿泊先デリー 

（エアロシティ）

1 月 27 日（水）
デリー水道公社（ＤＪＢ）、ＵＰＪＮ（※6） 

チャンドラワール浄水場ほか 

 

1 月 28 日（木）
ＤＪＢ 

アクシャルダム Akshardham 下水処理場ほか 
 

1 月 29 日（金） ＪＩＣＡデリー事務所表敬  

1 月 30 日（土） デリー発～移動  

1 月 31 日（日） デリー発・シンガポール経由移動・中部着 到着 
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（５） 研修先概要  

 

① ムンバイ 

【研修先】 

 ■インド水道協会第４８回総会 （開催地：ナビムンバイ） 

  場所：ＣＩＤＣＯビジネスセンター 

【主対応者】 

 ・Ｄｒ．ウルハス・ナイク 

（Hon.Editor ＩＷＷＡ Secretary） 

 ・Ｍｒ．Ｄ．Ｂパンセ 

（ＩＷＷＡ Pune Centre Secretary） 

 

 

 

② プネ 

【研修先】 

■Maharastra Jeeｗan Pradhikaran 

（ＭＪＰ・※５） 

  場所：カントンメント浄水場 

【主対応者】 

 ・Ｍｒ．Ｄ．Ｂ．ヤムガール 

（ＭＪＰ Superintending Engineer） 

 ・Ｍｒ．アナント 

（ＩＷＷＡ Member） 

 
 

③ デリー 

■デリー水道公社（DJB ※６/ Delhi Jal Board）及び受託会社（UEM India Pvt.Limited） 

上水道：チャンドラワール浄水場 

【主対応者】 

・サンジェイ氏 

（ＪＩＣＡエンジニア） 

・小島氏 

（東京水道サービス㈱） 

 

 

下水施設： 

アクシャルダム処理場（DJB・※６） 

インディラプラン処理場（UPJN・※７） 

（受託会社 ＵＥＭ） 

・タラムハーリッシュ氏 

（東芝インド社） 

・小林氏 

ＪＩＣＡインド 

・鈴木氏（水関係担当） 

プネ 
カントンメント浄水場 

インディラガンジー国際空港 

視察場所（浄水場） 

視察場所（下水）

ヤムナ川 
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 後半のデリーでは、直接のアプローチ先を有していないことから、ＪＩＣＡやＪＥＴ

ＲＯを通してデリー上下水道公社へのアクセス方法のアドバイスを受け、業務上、直接

関係のある日系法人を通した方がよいとのことであり、ＪＩＣＡ技術協力プロジェクト

で活動している東京水道サービス㈱と東芝インド社を紹介していただいた。その縁でデ

リー上下水道公社における水道施設と下水道施設を視察した。水道施設は、市内中心部

を突き抜けるように流れるヤムナ川から取水する Chandrawal（チャンドラワール）浄

水場、下水道施設はそのヤムナ川右岸から放流する Akshardham（アクシャルダム）下 

水処理場の両方を見ることができた。 
また、ウッタルプラデーシュ州政府関係機関のＵＰＪＮが管轄する Indirapuram 下水

処理場も視察することができた。 

 
 
３．研修先の情報 

 
（１） インドの概況 

 
 インドの水問題に関する各種調査内

容や海外水ビジネス可能性調査など、

政府機関、ＪＩＣＡやＪＥＴＲＯを始

め、これまでに多くの報告がされてお

り、インドの水事情や基礎的な情報に

ついては、それらの文献等を調べれば

概ね把握することができるので、整理

しておく。 
 なお、日本からインドへのＯＤＡに

よる支援や技術協力プロジェクトなど、

様々な形態での支援が行われており、

水道分野での協力関係では、水源開発、

海水淡水化施設、無収水対策など、歴史的に蓄積され、今も各地で展開されている。 
しかし、南アジアにおける水道事情は、今もって非常に厳しい現状であり、インド国

内は都市部においても 24 時間給水されることは稀な状況と言われている。JETRO の

資料によると、安全な水へのアクセス率は 92％（表２）となっていて、この数値は高

いようにも思えるが、インドの人口約 13 億円のうち、1 億人ほどが安全な水へのアク

セスができないということになる。また、公共水道の接続という点では、上水道普及率

が 40～80％（表２）となっていることから、一般家庭で水道が利用できている状況は、

日本の高度経済成長期の昭和 30～50 年頃と同様である。さらに、都市部と農村部では

水道の普及状況の差は大きく、都市部では高い上水道普及率である一方、農村部では

30％程度の普及率に留まっているとされている。 
 下水道の普及はさらに遅れており、インドの普及率は約 15％とされ（2011 年・国土

交通省資料）ている。特に農村部では普及がほとんど進んでいない状況であり、衛生施

設の整備の遅れは、深刻な問題といえる。 
 一方、上下水道に関する市場規模は、約 39 億ドル（2010 年現在）とされているもの

の、数年のうちに 1.6 倍以上に膨れ上がると見込まれている。この規模の大小は別とし

て、インドは中国と並んで急速に経済が成長しており、その鈍化がみられているとはい

え、水環境の発展途上にある公衆衛生のためのインフラ整備としては、当面は右肩あり

で推移するとみてよいと思われる。そして、日本の製造業の分野での企業進出の面から

■表 1 インドの基礎情報 

建国 1947 年 8 月 15 日（英より独立） 

面積 3,287,263 k ㎡（日本の約 8 倍） 

人口 約 12 億 2400 万人（2015 年推計） 

ムンバイ都市圏約 2100 万人 

プネ県約 550 万人 

デリー都市圏約 1600 万人 

平均 

気温 

デリー：最低 8～28℃、最高 21～39℃ 

ムンバイ：最低 19～27℃、最高 30～33℃ 

地方 

行政 

独立性の高い 29の州と 7つの連邦直轄領(ヾ央政

府直轄)からなる 

宗教 ヒンドゥー79.8％、イスラム 14.2％、 

キリスト 2.3％、シーク 1.7％（2011 年） 

言語 連邦公用語はヒンドゥー語 

英語は準公用語、その他州の公用語が 21 ある。
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４ 研修実施報告 

（１） ＩＷＷＡ第 48 回総会 

■インド水道協会第 48 回総会 
開催地ナビムンバイ（CICDO（※８）ビジネスセンター） 【写真②】 

 
【1 日目・21 日】 
 総会が開催された会場は、ムンバイ国際空港から東へ約３０ｋｍほどに位置するナビ

ムンバイという市街地にある「ＣＩＤＣＯ」のコンベンションホールで開催された。そ

の大ホールは、約 1000 人を収容できる会場を備えている。会議初日のオープニングセ

レモニー【写真③】には、会場が満員になるほどのインド国内外水道関係者が集結した。 
 冒頭のあいさつでは、インド国外の水道協会から、AWWA（アメリカ）と日本（JWWA）

の 2 国のメッセージが読み上げられた。インド以外の国からのメッセージは、アメリカ

と日本の２国のみだった。 
 午前中の受付時から、ＩＷＷＡ事務局のウルハスナイク氏はじめ、多くの関係者のみ

なさんとあいさつを交わしたが、その出席者の多くは、マハーラーシュトラ州内の水道

関係者だった。 
 午後からは、テクニカルセッションとして、UNICEF と WSSO（※９）からマハー

ラーシュトラ州における農村部での水質、水供給サービス、衛生確保の問題等について

合計６題の発表が行われた。 
 夕方には、Annual General Meeting として舞台上で表彰が行われていたようだが、

その間に私はムンバイ周辺での水道施設の視察場所について、出席者たちと調整を行っ

た。 
調整していたインド国内の水道技術者のうち、IWWA Pune Centre の Secretary であ

るパンセ氏は、研修渡航のためのインド査

証ビザを発行するために必要な Invitation 
Latter を送付してくれたコンタクトパーソ

ンでもある。パンセ氏は、プネ市とムンバ

イ周辺の水道施設をアレンジできると言っ

てくれた。 
もう一人、日本での面識がある前述のヤ

ムガールさんは、「もし君がよければ、ウ

チにおいで」と言ってくれた。 
明日２日目に、まずはパンセと電話で連

絡を取って、待ち合わせなどの詳細を調整

することとして、１日目を終えた。 
 
【２日目・22 日】 
 午前中のテクニカルセッションⅠでは、

浄水処理について８題の発表が行われた。 
 題材としては、中水道の処理システムの

提案、地方の水と公衆衛生の問題を端緒と

する生活環境（特にトイレ）の分析、下水

処理の嫌気性ろ過に関する調査結果などの

発表が行われ、前日よりも専門的で技術的

な内容に進化して進んだ。 
 午後のテクニカルセッションⅡでは、

写真② ＣＩＤＣＯ会議場エントランス（外観） 

 
写真③ オープニングセレモニー 
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AWWA のプレゼンテーション【写真④】の

後、JWWA and Water Quality Aspects と
して、導入部分で「Water Supply in 
Japan-especially New Water Supply 
Vision」と題し、日本の水道行政と新水道ビ

ジョンについて発表した。制限時間は 15 分

とされており、自分時計で計測したところ、

約 13 分で終えることができた。あらかじめ

用意した英文の原稿に基づいてプレゼンを

進行したため、特段の応用力は必要としなか

った。 
Ｑ＆Ａをいくつか用意していたが、発表後

に会場から質問されることもなかった。運よ

く、多くのインドの聴衆の前で恥をかくとな

く任務を終えることができた。【写真⑤】 
 私のプレゼンテーションの後、水質関係の

発表が４題続いた。それぞれのテクニカルセ

ッションでは、１セッションの発表者全員が

壇上で各発表者の発表を聞いているスタイル

なので、壇上から４名の発表を聞くことがで

きた。中でも、Dr.Ramaraju（ラマラジュ氏）

は、「Water Quality Assessment for 
Bruhath Bangalore Mahanagara Palike 
Area Using Quality Index」と題し、バンガ

ロールの水質管理に関する発表されたが、デ

ータの整理がわかりやすかった。彼は、フラ

ンクに話しかけてくるインド人だったが、気

候変動と水資源管理に関する論文やマハーラ

ーシュトラ州の水管理などを研究する学者で

ある。 
 IWWA において、テクニカルセッションで

発表する論者たちは、かなり洗練されている

ように感じられた。逆に、現場で働くエンジ

ニアには、そうした発表の場が与えられてい

ないと思われる。JWWA の研究発表会では、

現場技術者による技術発表や若手職員の提案

型発表など、バリエーションに富んだ内容が

多く発表されていることに比べると、IWWA
は発表題目が厳選されている一方で、少し閉

鎖的な印象はある。 
 16 時からは、Commercial Session として、

産業界からの PR セッションがすすめられた。

協会のプラチナメンバーにもなっている

「The Indian Hume Pipe Co.Ltd」は、併設

されている水道展にも出展している従業員

1,000 人以上を有する大企業のようで、イン

 

写真⑤ テクニカルセッションⅡ（発表者檀上にて） 

写真④ ＡＷＷＡのプレゼンテーション 

David LaFrance 氏（手前） 

写真③－２ ホール全景（２日目） 

（初日朝は満席だったが、だんだん少なくなる客席） 
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ド国内外でのインフラ強化に貢献する企業として管材等の資機材を製造しているよう

だ。 
水道展は、全部で６９のブースが設けられていたが、空きブースもいくつか見られ、

日本水道協会の水道展ほどの盛況さが感じられない印象だった。また、出展企業の特徴

として、電子部品系が少なく、管材か機械器具に偏っている感じを受けた。【写真⑥】 
ところで、IWWA 総会全日程の終了後の視察の調整を進めようとしていたが、私が

携帯電話を紛失するという事態となってしまい、パンセ氏との連絡が取れなくなってし

まった。昨日、パンセ氏はプネ市とムンバイ周辺の水道施設をアレンジできると言って

くれたが、２日目に具体的な調整を進めることができなかった。 
 
【３日目・23 日】 
 昨日に引き続きテクニカルセッションから開始され、午前中はそのⅢ-Planning and 
modelling として、８題の発表があった。ここでの題材は、配水ブロックにおける水圧

管理やメンテナンスコスト、スマートシティ化に向けた技術提案などがあった。 
 続くテクニカルセッションⅣでは、Operation and Maintenances として、６題の発

表があった。この中には漏水管理や Water Security and Conservation をテーマにする

発表があり、これらには水の安全と維持、漏水の調査結果など、水道システムの概括的

な内容が整理されている。水源から供給先までの

様々な問題を取り上げ、例えばセキュリティーの視

点からは、侵入や施設への妨害などの故意による被

害を防止する策を奨励する措置として、頑丈な鍵と

か、防犯カメラの設置などが紹介され、この部分は

結構原始的な印象である。また、省エネによるコス

ト削減に関する調査報告もあり、地域レベルでの課

題解決に向けた研究も進められている内容となっ

ていた。 
 最後のテクニカルセッションⅤでは、民間参加型

の取り組みの育成に関して、水と衛生に関するコン

トロールの課題や、官民のパートナーシップの重要

性に関する調査結果などの内容が計７題発表され

た。中でも IWWA ゴアのチェアマンは、Water 
utility challenges と題し、周辺市の水道に関する

統計を比較し、課題を抽出しつつ論が展開されてい

た。 
 この日は最終日であり、閉会式が行われた。司会

者の言葉がよく聞き取れなかったが、周囲の人たち

が一斉に立ち上がったかと思うと、急に歌を歌い始

めた。寂しげな歌で、英語ではないので、歌詞が全

くわからなかった。終わってから参加者に確認する

と、インドの国歌だとのこと。ジャナマナガナと呼

ぶらしい。日本の「君が代」のように、シンミリと

歌われるのではなく、歌の最後の方で、声が元気に

なってきて、 
「Jaya He! Jaya He! JayaJayaJayaJayaHe!」 と
叫ぶように歌う。【写真⑦】 
初めて聞いたため、全く同調することはできなか

った。後から調べてみると、歌詞もそれほど難しく
【写真⑦】インド国旗を背に国歌斉唱する幹部たち 

 
【写真⑥】水道展：上 バルブメーカー 

下 ＨＵＭＥ ＰＩＰＥ ＩＮＤＩＡ 
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なかったので、歌われる習慣があると知っていたら、歌詞カードを携え歌うことができ

たかもしれない。 
 ４日目の視察の調整については、この日の昼過ぎまで、パンセにもヤムガールにも連

絡を取ることができなかった。携帯電話を紛失したままの状況では個人的にやりとりが

できないので、IWWA 総会で世話をしてくれたウルハスナイク氏が電話連絡をしてく

れた。このとき、ヤムガールと連絡が取れ、彼の厚意に甘えることとし、彼の勤務する

水道施設に 24 日に視察することとなった。 
 
（２）マハーラーシュトラ州上下水道公社 

（ＭＪＰ ※６） 
 ■Maharastra Jeeｗan Pradhikaran 

プネ市 カントンメント浄水場 
【４日目・24 日】 
 ２３日の総会終了直前に、ヤムガールがプ

ネから私を迎えに来てくれた。ムンバイから

プネ間は、車で片道約 2 時間強かかる。ヤム

ガールは、「昼中の移動は、もっと時間がか

かるので、夜のうちにプネに移動してプネで

１泊し、明るいうちに浄水場などを見学すれ

ばよい」と配慮してくれたので、プネにある

ヤムガールの官舎から数十メートルの距離に

あるレストハウスに 1 泊すること

となった。【写真Ⅰ】 
 プネ市は、インド国内の人口規

模で９番目、マハーラーシュトラ

州の中でムンバイに次いで２番目

の規模を有する比較的大きな都市

である。2011 年国勢調査で都市圏

人口 3000 万人を超えており、そ

の後も増加傾向を示している。 
プネ市の繁華街からほど近い場

所の浄水場ではあるが、宿泊した

レストハウス周辺は木々に囲まれ

た自然あふれる森の別荘地のよう

であり、シンプルな内装の大きな

部屋と、シャワーやトイレも完備されており、受

付や清掃などを受け持つ職員が７名ほど働いて

いる。一般のホテルとは少し異なり、他に宿泊客

はいない。朝 10 時頃にレストハウスからすぐそ

ばにあるヤムガールの官舎内のプライベート応

接室に通されると、ヤムガール以外に地元新聞記

者のバラサエル（35 歳）、弁護士のバラジー（28
歳）の二人がいて、談笑中だった。【写真Ⅱ】 

彼らとお互いの職業に関する話題や、家族構成

などについて会話を交わしたが、記者の取材内容

 
写真Ⅱ 左からヤムガール、バラサエル、バラジー

 
写真Ⅰ カントンメントのレストハウス（外観） 

古い方

新しい方

浄水場全景 



- 14 - 

等は、教えてもらえなかった。ヤムガールの

説明では、彼らは友人でありビジネスパート

ナーとのことだった。 
 

ヤムガールの肩書は、ＩＷＷＡの Pune 
Centre Chairman であり、MJP の技術総監

督、要職に就いていて、家族揃ってこのオフ

ィス隣の官舎に居住しているのだそうだ。 
浄水場の横にある MJP のオフィスは、日曜

だったため誰もいなかったが、平日には 200
名ほどのホワイトカラーの職員が勤務してい

るという。【写真Ⅲ】 
官舎を出ると、すぐに浄水場入口があった。 
ここが視察先となる、カントンメント

（Cantonent）浄水場で、プネ市内で 2 番目

の規模となる。 
カントンメント浄水場では、ヤムガールに

指示されたが若い技術者に案内されて、２つ

の門のうちの一つから浄水場内に入れても

らった。【写真Ⅳ】 
この先の門を入ってすぐに橋を渡り、その

橋の下にある水路（これは灌漑水路とのこと

だった）が数メートルの原水取水箇所と思わ

れる場所でカメラを構えたところ、「NO」

と言われた。レポートしたいので写真を撮り

たい旨伝えると、「少し待っていろ。」とい

うので、浄水場内の小さな管理室のような小

屋の中で 30 分程待たされた。どうやらその技

術者は上司に相談してきたようで、戻ってき

たやっぱり写真はダメだという。後から撮影

交渉をするつもりで、その場は諦めた。 
この浄水場は、英国占領下で建設された南

側施設とその後に整備された施設が併存して

おり、施設内にその頃のろ過施設が稼働して

いない状態で残存していた。その後に拡張、

更新されて現在の稼働状況となっている。 
隣接してもう一つの浄水施設があり、そち

らも取水箇所が同じで、敷地が分かれている

が、管理手法も同様に行っているようである。 
しかし、私を案内した技術者は、イギリス

占領下で建設された施設は更新が進められて

いるが全体的に老朽化が進んでいる。因みに 
地震対策についてはほとんど意識していないとのことだった。 
プネの浄水場は、計装設備が配備されておらず、全ては職員による手動コントロール

に委ねられていた。手動の数値は、現場技術者がマニュアル的数値を把握していて、沈

澱池、ろ過池の各設備建物に常駐している職員が操作用人員として配置されていた。そ

のため、浄水場内には概ね２０人以上の職員が常駐していて、その他に清掃を行う人や

 

 

 
写真Ⅳ 古い方の施設の入口（この先は撮影禁止・・・） 

写真Ⅴ 新しい方の施設の入口 

写真Ⅲ ＭＪＰオフィス（日曜のため休日） 



警備

が日

で行

こ

元々駐

宿泊設

ード

浄水場

する

れて

とな

レ

仕事

間、会

よう

  
 

 
 

 
  

 

の人がそれ

曜だったが

われている

こは、「カ

駐屯地であ

設備が設置

が現在も一

場の歴史に

２つの浄水

いるが、実態

っているよ

ストハウス

には全く関

会話する機会

で、オフィ

■表３ プ

プネ

    

れぞれ配置さ

、平日もほぼ

とのことだ

ントンメン

り、遡るこ

置したプネカ

一定の自治を

につながって

水場を別々に

態としては連

うだった。

で働く若者

関係していな

会があった

スで働く公

プネ市の浄水

施設

Parvati 
Cantonmen
Warje 
Wadgoan 
Holkar 
Wagholi 
Total 

水道の水源

（出典）Pu

れていた。視

ぼ同じよう

だった。【写

ト」の名の

と 1817 年

カントンメン

を行っており

ている。今で

に、維持管理

連携した管

 
者たちは、浄

ないようで、

が、目の前

公務員たちに

水場と施設能

設名 

nt 

源系統図 

une Munici
 

- 15 - 
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（３）デリー上下水道公社（ＤＪＢ）ほか 
 
【６日目・26 日】 
 前日は、ムンバイからデリーへの移動日とし、

この日は、デリー到着して 2 日目となるが、イン

ド共和国記念日で、休日となっている。 
そのため、現地の水道関係者との接触はなく、

JICA の技術協力プロジェクトである「デリー上

水道運営・維持管理能力強化プロジェクト」の業

務を行っている、東京水道サービス㈱の小島さん

の協力を得て、デリー市内の一般家庭の状況や、

住宅地での水道配管事情を見ることができた。 
市街地を注意深く歩いていると、店舗や住宅に

繋がる配水管が露出している【写真 A】。日本の

場合には、このように無造作に露出していること

はないが、インドの街中ではよく見かける。配水

本管や配水支管（インドにこういう定義があるか

わからないが）の出せるところならどこからでも

分岐しているので、給水実態が掴み切れていないだろうことが伺える。 
また、住宅の小高い

場所にタンクが設置

してある。【写真 B
右】 

市街地では、給水時

間が 1 日に２～３時

間だったりするため、

断水時間は補給した

水で賄うのが普通の

生活スタイルになっ

ている状況。 
 

【７日目・27 日】 
この日は、DJB の事務所経由で、チャンドラワ

ール浄水場を視察した。 
 デリーは、国内２７州とは別で、連邦直轄地と

されており、DJB は上層部職員が政府から派遣さ

れていることなどから、水道事業を国策で整備し

ている面が強いようだが、浄水場の維持管理は、

DJB の役割ということになっており、職員数も相

当多い（一部では職員約 2 万人とも）という。た

だ、デリーの人口増加は著しく（現在約 1600 万

人）、浄水場の新設拡張が盛んな状況である。そ

のため、建設時に５年から１０年程度の複数年を

設定して O＆M の契約を選択するケースが多く、

最近稼働する浄水場施設は、民間企業が運転業務を継続的に請け負っているようである。 
 まずは、ＤＪＢ事務所へ出向いたが、もう少し清潔感を出したいと感じさせる。 
【写真Ｃ】 

 
写真Ｃ ＤＪＢ事務所の入口 

⇒休日のため閉門。スラム街に隣接していてあま 

り外観が水道関係事務所のわりに綺麗でない。

  

写真Ｂ  一般の住宅地、右写真には上部にタンクが設置してある。 

 
写真 A 街中のスパゲティ配管 
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 浄水場は、デリーを北から南東方面に流

れ出る、ガンジス川最大の支流であるヤム

ナ川に設置された取水堰を利用して取水し

ている。 視察日は天候が安定していたこ

ともあるが、原水は、思ったよりも汚くな

い。【写真Ｄ】 
ただ、写真では、街の空気が霞がかってい

ることがよくわかる。 
 この浄水場の敷地は広く、配置的にはか

なり余裕があった。施設内に入るためには、

入口ゲートで警備員をクリアする必要があ

るが、中に入ると、可愛い子犬や大きめの

犬が普通に戯れている公園のような施設に

なっている。【写真Ｅ】 
因みに一般人は、警備員に止められるので

入れない。 
 浄水場の維持管理は、プネのカントンメン

トよりもオートメーション化が進んでいて、

一部データが場内のパソコンで監視するこ

とができた。とはいえ、日本の計装設備には、

今のところほど遠いシステムではあった。 
 薬注設備が見ることができた範囲ではほ

とんど手動タイプで、場内に配置されている

職員がコントロールしている様子だった。

【写真Ｆ】 
 荒天の場合には濁度が数百度まで上がる

ことはあるようだが、凝集沈殿＋急速ろ過で

通常処理可能のようである。 
 デリーは、ヤムナ川の上流部にあたるため、

その下流に比べれば、原水汚染の度合いは酷

い状況では無いとのことである。 
水道水の臭いや水質に関する住民からの

苦情もそれなりには受けるらしいが、例えば、

マスコミに大きく取り上げられるような健

康被害は無いと聞いた。 
 

【写真Ｄ】取水堰付近（ヤムナ川） 

 
【写真Ｅ】浄水場内に野良犬が多い。 

 
【写真Ｅ】薬注設備が手動っぽい 

   
写真Ｆ－1 浄水場出入り口の警備は厳しい。       写真Ｆ－2 ＤＪＢでお世話になったみなさん 
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【８日目・28 日】 

 この日は、DJB のアクシャル

ダム下水処理場と隣のＵＰ州の

施設であるインディラプラン処

理場の 2 カ所を視察した。 

 これらの施設のオペレーショ

ンは、現地エンジニアリング会

社である UEM 社が行っている。

UEM 社は東芝インド社と資本

提携しており、現場視察のアレ

ンジにおいては、東芝インド社

の小林さんの協力を得て、詳細説明していただける研

修を進めることができた。 

ヤムナ川流域はデリーなど人口増加による都市化

や工業化による水質悪化が深刻な問題となっており、

下水処理場の新設、増設が目まぐるしく進められてい

るところである。ヤムナ川はインド北東部をガンジス

川本川と並行した後合流し、バングラデシュを通り抜

け、インド洋北東のベンガル湾に注ぎ込む。 

これらの処理場は、ニューデリーの市街地からヤム

ナ川の数㎞下流に位置し、例えばアクシャルダム処理

場は 74,000MLD を処理する計画で建設されている。

回分式汚泥活性化法で処理され、ヤムナ川に放流する

計画になっているが、現地での説明では、直接ヤムナ

川に放流できていない状況のため、現在の稼働状況は

半分の 37,000MLD で運転している。 

 ここでは、現場技術者たちがモニターで運転状況を

管理して【写真Ｈ】おり、プネの浄水場よりもかなり

進んでいる。ただ、管理簿は手書きで作成【写真Ｈ】

されており、数値入力については電子化されていない。 

 比較的大型の発電機が設置されている。インドは停

電が多く、稼働頻度は高いとのことである。機械関係

はインド国産が多く、日本製は高価なため、ODA 案

件であっても一般的な機器類は日本製が導入される

ことは少ないという。【写真Ｉ】 

 

インド北東部・ヤムナ川・ガンジス川 

 

写真Ｇ ＰＣモニターを見る技術者  

写真Ｈ 水質管理簿（手書き入力） 

写真Ｉ 場内の発電機 
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 帰りがけに、現場の安全教育を実施していると

ころに遭遇した。インドでは労働安全教育の徹底

が遅れており、雇用者・労働者双方の意識向上が

肝要との指摘が学識者からなされている。 

この日は、マスコミの取材もあり、安全教育に

ついての啓発が行われていた。この施設では見学

者の受け入れにも積極的なようであり、入場者名

簿を作成していた。テロ対策の意識が高いことと

表裏一体ではあるが、住民とのコミュニケーション

はインドでのインフラ管理にとっては先進的だろ

うし、現場安全の取り組みも日系企業からの一味違

う視点で取り入れられたもので、これらの積み重ね

は全体的な技術力向上にも寄与すると考えられる。 
 
【９日目・29 日】 
 研修行程の最後に、デリー市街地に構えるＪＩＣ

Ａインド事務所を訪問した。 
 ここでは、水関係を担当する鈴木さんから話を伺

った。 
 支援案件はまだまだ出てくるということや、現在

のインドにおける支援案件の主力は、無収水対策で

あることなど。今後の都市部における人口増加に対

応できるインフラ整備には、日本の資金や技術力を

活用できる余地があり、経済、産業の発展性とのマ

ッチングが必要という方向性を伺った。 
 
 
５ 総括 

 

■研修のまとめ 

（気候） 
 インドは広いので地域によって気候は異なるが、年間通して暑いというのが概ねの特

徴である中で、渡航した 1 月下旬は、最も過ごしやすい時期だった。大雨に見舞われる

こともなく、熱すぎず寒すぎず、この期間、日本では猛烈な寒波の影響で、西日本でも

水道管が凍結による断水被害に見舞われており、気候面で安定していることが、この国

のメリットであることを改めて感じた。 
（コミュニケーション） 
 前半のムンバイにおける IWWA 総会参加と MJP 視察においては、全てをインド英

語で通すことは最大の難関だった。 
 しかし、IWWA 総会では、複数のインドの技術者たちが気軽に声をかけてくれ、英

語力に乏しい日本人に優しく対応してくれた。数日経過すると、インド英語の特徴が少

しずつ理解できるようになり、簡単なコミュニケーションであれば、随分と慣れてきた

と思う。 

 
写真 ＪＩＣＡインド（右が鈴木さん） 

 
写真Ｊ  安全教育の風景 

 
写真Ｋ 処理場を案内してくれた技術者たち 
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IWWA 総会の場において、様々な情報交換ができたことは、事前に日本水道協会国

際会議に参加したインドからの３名に引き合わせていただいたことが大きい。さらに、

その３名の要望で、東京都内での買い物にプライベートで私がアテンドしたので、この

とき、研修での渡航の依頼や彼らの受け答えの特徴など、事前に様々な面から勉強する

ことができた。 
インド人の特徴は、スタンダードな英語を話す人と、いわゆるインド独特な英語を話

す人がいて、そのあたりを見極めながら会話ができると、コミュニケーションがスムー

ズに行くのではないか、こうしたことが事前に理解できた。 
単独研修を個人的に依頼することは、なかなか経験することではないが、国内外の関

係者に対し、積極的なアプローチを仕掛け、それによって関係が構築できると、結果的

には心強いカウンターパートになりうるので、公務員ではなかなか味わえない大胆さを

身に着けるという面でも、この事前の調整が、貴重なプロセスだったと感じている。 
現地においては、残念なことに、渡航中に個人の携帯電話を紛失したため、肝心な視

察先の調整に悪影響となった点がある。また、撮影した写真等の一部も消失してしまっ

た。 
それによって、現地視察をアレンジしてもらう予定だった、パンセ氏との連絡が付か

ず、彼は複数の浄水場視察を予定してくれていたのだが、結果的に諦めることになり、

悔いが残る。 
（浄水・給水の特徴） 
後半のデリーでの視察は、DJB の施設を視察したが、ここでは貧困層の住宅地の状

況もみることができたので、日本国内の生活環境との違いを確認することができた。お

そらく、数日間の海外出張の場合、ホテルと視察場所と事務所の状況しかみることがで

きないと思われるので、富裕層とは異なる一般市民の生活の中にある水道を見ることが

できたのは、深く自分の記憶に刻まれるものと思う。 
視察した浄水場等施設については、都市部のデリーとプネのみであったが、その処理

方式は、日本と同じく、凝集沈殿＋急速ろ過の標準的な方式だった。新しく拡張した沈

澱池もいくつかあったが、いずれも高速凝集沈殿、いわゆる「マルチン」だった。 
インドでは２～３時間／日給水とのことだが、ホテルや各種施設での水の使用で、制

限されたことは無かった。現地で聞くと、浄水場はフル回転しているが、配水池が満水

くらいになると流出側を開けて給水し、カラになると閉めて断水するとのことである。

浄水能力に比べて、供給過多になっていることが原因なのである。その意味では、無収

水対策を進めれば、かなり改善されることになる。 
（インドの働き方） 
プネのカントンメント浄水場は、計装設備が配備されておらず、全ては職員による手

動コントロールに委ねられていた。手動の数値は、現場技術者がマニュアル的数値を把

握していて、沈澱池、ろ過池の各設備建物に常駐している職員が操作用人員として配置

されていた。そのため、浄水場内には 2 カ所合わせて概ね２０人以上の職員が常駐して

いて（現場では 1 カ所あたり 7 人が勤務と言っていた）、その他に清掃を行う人や警備

の人がそれぞれ配置されていた。視察日が日曜だったが、平日もほぼ同じような体制だ

ということで、警備も厳しかった。 
塩素注入を前と後で行っていたが、手動コントロールで、細かい注入量管理はされて

いないよう（特にプネ）であり、未だ消毒副生成物を気にするところに至っていない（飲

んでいないからいいかもしれないが）ようである。 
浄水場等の設備状況については、計装設備の整備はあまり進んでいないようだった。

インドでは未だに労働者の人件費が日本に比べて格段に安く、インドの労働者の多くは、

指示待ち型であり、臨機応変に対応するタイプの日本人労働者層とは働き方が異なって
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いることを感じた。どちらが良い悪いということではなく、インドでの労働環境と人口

構成を考慮すると、アナログ的維持管理というのが、当面は効率が良いのかもしれない。 
ところで、O&M で民間企業が管理している下水処理場ではパソコンを使った計装設

備が充実していた。インドといえばＩＴ大国であり、低所得者層のための労務を多く抱

えるのではなく、ＩＴを駆使した維持管理へのシフトは、早晩みられるという考えもあ

る。 
（テロ対策） 
余談ではあるが、帰国後の 2 月下旬、「デリーで暴動、水道施設破壊で 1000 万人以

上が断水」との報道があった。デリー人口は約 1600 万人であるから、相当な打撃と言

える。インド国内では、暴動やテロによって標的にされる可能性が高い水道施設は、国

民安全保障の観点からも、厳重警備が求められている状況を考えると、軍関係施設であ

ることと合わせて、写真撮影が断られたことも理解できる。我が国の浄水場において、

どこまで厳重な警備を必要とするかを一概には決められないが、テロ・サイバーテロな

どの人為的な被害に対する意識の持ち方に関しては、むしろこちらが見習う側になるの

だろう。 
（高度な安全教育） 
インドでは、日本ほど現場での安全教育が進んでいないということだが、大学教授か

らの勧めで、この施設では積極的に取り組んでいるという。国の文化や常識を超えた習

慣付けは、どこの国でも高い見識を持った優秀な学識有識者による積極的な誘導がある

というのが、高度な職員教育や業務改善に役に立つと感じた。 
 
■皆様への感謝 

何と言っても、この実質１０日ほどの研修計画のために、たいへん多くの方々にご協

力いただけました。また、現地で出くわした多くのインド人には、普段あまり接しない

日本人への好奇心もあったと思いますが、英語が伝わりにくくても、辛坊強く会話をつ

なげようとしてくださった方がとても多く、優しい方々に支えられたことを実感できま

した。 
このような有意義な海外研修があることは、水道界の誇りではないかと思います。こ

れからも継続され、多くの水道関係技術者たちに多様な経験の蓄積と知見の習得が実践

されていくことが望ましく思います。 
最後に、研修実施の細部にわたって、調整先や現地情報等をご助言いただいた日本水

道協会の三竹さん、同じく、手続き面や細かい調整にご助力いただいた千原さん、一緒

に行けなくて残念でしたが、渡航前のアドバイスをいただいた富岡さんに感謝申し上げ

ます。 
また、デリーでのＤＪＢ施設の橋渡しと調整役をしていただいた東京水道サービス㈱

の小島さん、㈱ＵＥＭの小林さんのお二方にも、並々ならぬご尽力を賜り感謝申し上げ

ます。 
そして、会議場での情報交換をさせていただいたインド水道技術者の皆様、プネとデ

リーで水道施設をご説明いただけた全ての技術者の皆様にたいへん感謝しております。 
さらに、自分の職場の周囲の皆様にも渡航期間中、日常業務を支えていただき深く感

謝をしています。 
多くの皆様に支えられ、このように貴重な経験をさせていただきました。 
これからも、日本の水道分野の国際協力、国際展開に対し、自分のできることを少し

でも考えながら情報収集や情報発信をし、次の世代に伝えていくことが重要と考えてお

り、いつか自分もそのような役割を担えるよう、自己研鑽に努めていきたいと強く感じ

ています。ありがとうございました。 
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【注釈】 
 

（※１）高速鉄道計画 
 インド国内には、都市部を中心に複数の高速鉄道計画があるが、そのうち、ムンバ

イとアーメダバードを結ぶ約５００ｋｍのルートを最高速度 320ｋｍ／ｈの計画で建

設し、所用時間を現在の約 8 時間から 2 時間程度に短縮しようとするもの。デリーム

ンバイ間産業大動脈構想と関連する。この受注を日本が勝ち取ったニュースがＨ27.12
に報道された 
 

（※２）ジャパンプラス 
ジャパンプラスは、平成 26 年 9 月に日印首脳会議で合意された日本特別チームと

して、インド商工省内に設置された。日本からの投資機会の情報提供、投資促進支援

の役割を担い、インドの産業開発に与える影響を分析するなど、インド商工省と日本

の経済産業省職員（豊福健一郎氏始め数名）がこれにあたっている。 
 

（※３）調査結果等 
 事前に調べた文献等は、以下のとおり。 
  ⇒ 「平成 23 年度水道産業国際展開推進事業報告書（厚生労働省）」 

「平成 24 年度水道産業国際展開推進事業報告書（厚生労働省）」 
    「インドカラド市水道プロジェクト計画作成指導事業調査事業報告書（厚生労働省委託調査）Ｈ26.3」 
    「インド共和国デリー上水道運営・維持管理能力強化プロジェクト（ＪＩＣＡ H27.5）」 
    「インド国安全な飲料水供給事業準備調査（BOP ビジネス連携促進）報告書（JICA H25.11）」 
    「インドの都市水環境の現状と望まれる技術支援（榊原隆）」 
    「東アジア島国土政策ネットワーク構想 検討調査（その２） 

インドの国土政策事情報告書（国土交通省）H22」 
    「平成 25 年度外務省政府開発援助海外経済協力事業委託費・ファイナルレポート インド国（H26.3）」 
    「インド調査の総括（藤原正弘）」 
    「日本の水資源（国土交通省）」 

 
 

（※４）ナビムンバイ・ヴァシ 
 ナビムンバイは、1972 年にニューボンベイとして開発された衛星都市で、総面積は

344 平方キロメートル、ヴァシは、その中のビジネス中心街に位置する地域の名称で

ある。CIDCO（※８）のコンベンションセンターのある場所。 
 
（※５）MJP 

正式には、「Maharashtra Jeevan Pradhikaran」マハーラーシュトラ州上下水道

局。1976 年に前身の給水と下水理事会が設立され、1997 年に現在の名称に改称。プ

ネのカントンメント浄水場の横に立派な事務所がある。 
 
（※６）UPJN 

 正式には、「Uttar Pradesh Jal Nigam」（ウッタル・プラデーシュ州水道公社）。 
デリー首都圏直轄地域に隣接するウッタル・プラデーシュ州（UP 州）の政府関係機

関であり、UP 州は、インドの州としては最も人口が多く、約 1 億 9 千万人。西側は

首都デリーに隣接し、東側はネパール国境となり、ヤムナ川とガンジス川流域となっ

ている。 
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（※７）DJB 
 正式には、「Delhi Jal Board」デリー上下水道公社。1998 年に設立され、ヤムナ

川やガンジス川、ストラジビー川などの表流水から 9 割程度、残りを地下水で原水

を賄って、デリー首都圏に供給している。 
 
（※８）CIDCO 

正式には、「City and Industrial Development Corporation of Maharashtra Ltd.」     
マハーラーシュトラ州都市産業開発公社。インフラ整備を行う州の機関。 

 
（※９）WSSO 

正式には、「Water and Sanitation Support Organization」であり、2011 年 8 月に

インド国内の州の水と公衆衛生協会として発足した組織。幅広く州の飲料水プログラム

や公衆衛生のキャンペーンの活動が行われている。 
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